



























「子 句」に つ い て
一―主述連語との係わ リー ー
安  本  武  正*
On the``Zi ju"
Takemasa YASUMOTO
有無に拘わらず, これは同質のものであり,た
だ以前に子句と言った事もあるが,今では主述
連語と言って,単に用語の使い方の違いである
と言 う事になる。
果してそうであろうか,ただ名称だけの違い
のみで片付ける事ができるのであろうか。」ヽ文
ではこの点について,上に挙げた二つのパター
ンを,主に「語法修辞講話』,「語法学習』,F漢
語知識』,「現代漠語語法知識』などの四書を中
心にして検討する事にしたい。
すでに触れてきたように「主語一述語」のパ
ターンを「語法学習』(以下 F学習』と言う)で
は子句と言う。また,顧巴彦氏篇の「語法常識』
(湖北人民出版1957,以下「常識』と言う)にも
同じ事が書かれている。たとえば (例文の点線
は筆者,以下同)
① 体這個人牌氣太急躁。
② 這本書内容豊富,文章也生動。(以上「学
習』p.71)
③ 大家看見火車来了。(『常識』p.71)
などの点線の部分の「主語―述語」は,すべて
子句であると述べている。しかし, これと同じ
ものを『漢語知識』と『現代漢語語法知識』(以
下『漢語知識』と言う)では,主述連語である
と言う。たとえば
④ 地性格和藷
―-130-―
